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（5）クリティカルパスを風土として根付かせるには

　　勝尾信一（特定医療法人千寿会つくし野病院

　　名誉院長）

◆会長特別企画

医療現場における効果的・効率的な取り組み

座長：楠田 司（日本赤十字社伊勢赤十字病院院長）

　　　下村 誠（国立病院機構三重中央医療センター

　　　院長）

（1）チームコンパスとセル看護提供方式の組み合わせ

　　による人件費削減（仮）

　　小野厚子（日本赤十字社伊勢赤十字病院

　　看護副部長）

（2）調剤ロボットによる省力化と対人業務へのシフト（仮）

　　滝澤康志（飯山赤十字病院薬剤部副部長）

（3）水道光熱費削減を目的にした省エネルギー化（仮）

　　井上正勝（トヨタ記念病院事務統括室総務ファシ

　　リティG GM）

（4）医療機器共同購入の取り組み（仮）

　　後藤俊男（一般社団法人日本ホスピタルアライアンス

　　事務局長）

◆市民公開講座

演者：舘 ひろし（株式会社舘プロ）

◆一般演題（口演・ポスター）　※公募

◆クリティカルパス展示　※公募

◆ランチョンセミナー　等

【一般演題（口演・ポスター）／

クリティカルパス展示申込】
　演題の応募は「演題登録システム」をご利用ください。

　学会会員番号と氏名で会員認証を行いますので、学

会会員のみ演題登録をすることができます。日本医療

マネジメント学会に未入会の方は演題登録前に入会手

続きをおとりください。

　入会申込書到着後、年会費の払込取扱票を郵送いた

します。入会申込を頂いてから会員番号通知がお手元

に届くまで約10日間かかります。

1．受付期間：2025年10月１日（水）10：00〜

2025年12月15日（月）正午

2．申込方法：一般演題及びクリティカルパス展示の申し

込みは全て第28回学術総会ホームページ（https://www.

congre.co.jp/jhm2026/）からのオンライン登録となりま

す。詳細は、上記ホームページをご確認ください。

3．募集内容

Ａ．一般演題（口演・ポスター）

Ｂ．クリティカルパス展示

16．地域住民の健康寿命を延伸するための医療福祉連

　携を、医療福祉連携士が考える〜医療・介護・福祉

　のよりよいネットワーク構築のために〜

座長：中村起也（広南病院脳神経内科医師/医療福祉

　　　連携士４期生）

　　　松岡邦彦（茶屋町在宅診療所事業部（相談・医

　　　療福祉連携担当）社会福祉士/医療福祉連携士

　　　１期生）

基調講演

　　医療福祉連携に関する最近の行政の動き

　　堀 裕行（厚生労働省老健局老人保健課長）

（1）医療福祉連携への取り組み方と今後の課題−医師

　　が医療福祉連携士を取得して−

　　石神直之（藤枝市立総合病院診療部参与（地域医療

　　連携担当）心臓血管外科/医療福祉連携士４期生）

（2）加古川中央市民病院の医療福祉連携への取り組み

　　と今後−社会福祉士・医療福祉連携士として−

　　岩﨑和也（加古川中央市民病院患者支援センター

　　入退院支援室係長/医療福祉連携士10期生）

（3）訪問看護ステーションにおける医療・福祉連携と課題

　　礒野 由紀子（ヴィータ訪問看護ステーション所長・

　　看護師/医療福祉連携士４期生）

（4）在宅診療所における医療・介護・福祉連携

　　−地域における医療福祉連携士からみえた課題−

　　松岡邦彦（茶屋町在宅診療所事業部（相談・医療福

　　祉連携担当）社会福祉士/医療福祉連携士1期生）

（5）日本医療マネジメント学会主催 医療福祉連携

　　講習会について

　　大久保 一郎（茅ヶ崎市保健所所長/医療福祉連携

　　講習会実行委員）

17．クリティカルパスと組織運営

座長：武藤正樹（社会福祉法人日本医療伝道会衣笠

　　　病院グループ理事）

　　　藤也寸志（国立病院機構九州がんセンター

　　　名誉院長）

（1）クリティカルパスが組織運営に及ぼす効果

　　藤也寸志（国立病院機構九州がんセンター

　　名誉院長）

（2）クリティカルパス運営におけるリーダー・

　　マネジャーの役割

　　中村元信（国立病院機構九州がんセンター副院長）

（3）多職種参加の効用

　　村岡修子（NTT東日本関東病院品質保証室室長）

（4）トヨタ記念病院の組織的取り組み

　　岡本泰岳（トヨタ記念病院形成外科科部長）


